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中荊人民共和国における「戸日」管理制度と人日移動
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I 歴史的変遷

II 現行制度確＼りを1足した背は

IIl -) II l」'i句叩制度(})抱える諸問辿

N 現状と展甲

げアシア経済』第30巻第7号 1989年 7月）／朽林敬f

「中L月における近年の人ll流動をめくる一衿察」（『アシ

ア経済』第32巻第 4 号• 1991年4月）等かある。

I 歴史的変遷

はじめに

長期にわたって中国の人口移動のありようを規

定してきたシステムのひとつである「戸[lj 管理

制度については文革後の人口流動の活発化に伴

う矛盾の顕在化によって，中国内外を問わす次第

に議論にtるようになってきた。日本においては，

糧食制度なと経済システムとの関わりや労働力移

動など人口移動の視、1ばからU)論考が発表されてし、

る¥;il)。本稿では表題に掲げたテーマについて，

tに政府の政策の変遷なとの歴史的ボ象をたどる

ことにより， 1980年代に活発化した人口流動か

「戸Il」0)静態的管即0)在り方に対してとう影轡

したのか，また，「戸口」による格差の実態にと

う結果したのかを論じる。

（汁 1) 1 I ii l」i1FIlの制度的変遷についてよくまと

められているのは内田知1J.「現代中国O)J'籍制度」（中

国民衆史研究会『老 l'i妍：0）ttt，:W-- 中1由民衆史ノート

--』研文出版 第3号 1985年）てあり， 1ul氏には粗

食出llliとの関わりからの品文もある (Inl「Ii籍i?）用・配

給制度からみた叶屯lt1^会―-建国～19H(）年代初頭

[E里fllf編『現代中国，；扁 1: f;束沢時代の中l:lsJ』国際

問粕研究所 199(）年1)．また，後者の例として出厳善
‘i'「中国における都市化の展開と人r1•うi慟｝）の移動」

まず，現行の 1戸口j 管理制度の実態と特徴を

概観しておきたい。

l 概要と機能

「戸口」は一般に「戸籍」と日本語に訳される

ことか多いか，その概念は日本の戸籍とは同一の

ものてはないりil)。日本では戸籍は夫婦と氏を同

じくするfを単位として編成されるが，中国にお

いては登出表が1人1枚ずつ割‘りてられ，各自が

保管する。これを「戸」ずつに集めたものが「戸

ロ簿」である国 2しまた，結婚すなわち分籍とい

う図式も成り立たず，夫婦てあっても「戸口」か

別々のこともあるc,H本ていう「本籍」とは戸籍所

在地のことであって現実の住所とは関係なしにど

こに定めてもよく，また目由に転籍できるが，中

国の「籍貫」は生まれた子どもか父母どちらの姓

を名乗るかによって決まるいi:l)0)て，「｝il |」所在

地や常住地の決定とはさしたる関わりを持たない。

また，中国の「戸口」登品は日本でいうところ

0)｛j．民登録を兼ねており，「戸［l」と常住地が連

結しているりi4)。これは中国社会における人口の

非流動性（特に197(）年代後‘「まてU)）と深く関わっ

てしヽた。

22 『アシア経済』 XXXIV-2(199:3.2) 
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「戸口」管理制度の機能については「水木氏に

よる分類に従って説明しよう。 T氏はその機能を

3種類に分けて分析している (It5)。

(1)「基本功能」：社会治安を維持する機能，（2)

「特殊功能」：都市人口の社会的増加を抑制する機

能，（3)「附加功能」：「戸口」に基づく生活物資供

給と物価手当などの給付を行なう機能。

(1は各国の国民管理システムに共通する基本的

機能であり，（2）と(3)の存在とその肥大化が中国の

「戸口」管理の特色である。具体的には，農村人

口の都市部への流人抑制，食糧•生活必需品の配

給，労働力の統一分配など計画経済を実施する手

段としての役割であり，それによって「戸口」の

価値・等級の発生が帰納的に導き出される。

価値・等級の発生とは，「戸口」が都市と農村

に厳密に区分されていることに由来する。都市人

口の社会増を抑制するため政府は農民の都市への

流人を極力抑え，労慟力として都市で就業させる

場合も農村「戸口」 0)ままで採用することによっ

て都市りりl」に付随するさまさまな利権・サー

ビスの負担を軽減してきた。「戸口」の移動は原

則として都市「戸口」から農村のそれへの・方通

行だけか許され，管罪0)度合いにおいても都市に

厳しく農村に緩い姿勢か貫かれてきた。新生児の

「戸口」の決定については， fどもの「常住戸口」

は母親の常住地に従うという「母系的」「戸口」決

定制を採っているため川61，たとえは，都市「＂

ロ」 0)父親と農村「戸ll」の母親から生まれたf

どもは農村「戸口」となる。

丁戸11」に価値が生ずるのは，「戸II」管理制度

という行政的システムかさらに食糧や労働力のJt

画配置などの経済的システムと強固にタイアップ

していることに由来する。次にその関係を整理し

てみよう。

中華人民共和国における「fi I I」竹理制度と人l1移動

2. リンケージされた諸システム

1戸口」管理制度とリンケージされたシステム

のうち経済分野のものとしては，（1）糧食制度や，

(2)都市部における労働力統一分配制がある。

(1)については． 1953年冬季から「統購統錯 I (H 

画買付．計画供給）制度が導人された。この制度

は当初，人口の「盲流」を抑制するという目的で

実施されたものではないが，都市「戸口」と農村

「戸口」で「廂品糧」 (/L7)の購入権に差異が設けら

れている実状からすると，結果として「戸ll」移

動を大きく規制してきたといえる。文革後，供出

外食糧0)自由市場での販売が許可される一方，

1985年には 1統購統鎖」制度は「定購」（契約買付）

制に変わった。また，常住地の移動については

1984年の国務院の規定により農民の「集鎮」への

移住が許可され，都市で食糧や生活必需品の購人

ができるようになったhj.8 1。しかし，後述するよ

うにその実施は条件つきである。配給キップの種

類が減り叶9)，また余剰の「糧票」（穀類の配給券）

が流通して農民の都市への流人を可能にしている

といわれるか，このことの珪本的な変化は見られ

ない。なお， 1992年からは同制度の新たな改革が

進行している，9

(2)については， 1950年代後半頃から急増する農

民の都市での就業に対して都市の待業者を優先さ

せるようにといった通達が出るようになる国10)0 

その後，「中華人民共和国戸n登品条例」や人民

公社化によって落ち着いたかに見えたもの(/),大

躍進期の労働力不足によって約2000万人の農民が

都市で就業した。だが，後に彼らは農村に返され，

1961年以降集団所有制経済と区分された農村か

らの国営部門への労働力移動は禁止された(lill)0

文革期以降，完全な「統包統配」（国家か統一的に請

負い，配置する）体制が敷かれ，文革後はF放青年

23 
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の都巾還流による個人業・集団企業の奨励や1986

年の国営企業での労働契約制の導入などの変化は

見られたも0)())，農民の実質的参人は阻まれていた。

次に，人民生活をH常レヘルから管理・統制す

るシステムとしての(3)人民公社や，（4)1950年代の

都市住民組織化，「単位」社会体制がある。

(3)については，農村における「政社合ー」組織

として人口流動に対して与える影響か大きかった。

農民は「戸l［や労働力の移動に際して，生産隊

→生産大隊→人民公社の各レペルで統制を受けた。

1980年代前半における人民公社の解体によっても

「戸Il」の管理系統の実質的な変化は見られないか，

紆営請負制の導人と潜在的労働｝jの顕在化に伴う

農村からの人口排出力の増大により，「戸口」管

理の事務レペルで新たな問題が生じている (itl2)。

(4)については， 1950年代前半に都市の末端行政

組織と治安防衛に関する法令が出され，行政機関

と大衆組織が密着した都巾竹理体制が整備されて

いった(iil3)。また，都市住民の生活全般を規制す

る「単位」社会体制Iii14)も「戸[l」管理の強化に

屯要な役割を果たしてきた。

この他に「桔案」管理制度や人ロセンサス(iil5)

など―戸［］」管理と密接に関わるシステムがある

が，その管理姿勢については今後も強化の方向で

継続されると思われるのでここでは指摘するにと

どめる。

3. 近年における変化

「戸［］」管理制度のtな法的根拠となるものは，

1958年1月9日公布の「中華人民共和国戸口登記

条例」（以ト・會「58年条例」）である。条例中には具

体的には示されていないが「盲流」規制が同条例

制定の重要な目的であったことが当時の公安部長

羅瑞卿氏の発iiml6)によってわかる。法令制定の

変遷を見てわかることは．「Iill 1管理がまず都

24 

市から農村へと拡張されていったこと， 1953年7

月の第 1回人ロセンサス実施が農村地域も含めた

全国的な「戸口」管理体制樹立の契機となったこ

と，それを主管する機関に変更が見られることな

どである。

このうち管轄主体の変更については，建国初期

は都市（「城市」と一部の「集鎮」）や国境地帯の治

安管理の必要から公安機関が主管していたか，

1953年の人［］センサスの実施に伴い農村地域でも

「戸[]I登記制度を定着させることになり，民政

部門が主管した。 1955年には「全国の戸口登記行

政は内務部と県級以上の人民委員会の民政部門が

t管する」と定められた国17)。登記機関は都市

（「城巾」，「集鎖」）では公安派出所が，郷や公安派

出所のない「集鎮」では郷鎮人民委員会であった。

しかし，その後実際上の困難にぶつかり， 1956年

に国務院は通知を出して全国の「戸口」登記行政

上作および人口資料の統計幣理業務をすべて公安

機関に移すことを決定した川18)。「58年条例」に

おいてもこのことが明記され，以後今日に至るま

で公安機関が「戸口」工作を主管している。

また，農村地区の「戸口」管理の変遷について

は， 1953年の人ロセンサスに続く 55年の指示で，

(1)「遷出」（転出）規定や，（2）基層登記機関か明記

され， 1951年の条例（公安部「城市戸l1管理暫行条

例」 1951年16[1)が都市部のみを対象としていた

ことへの補充がなされた。

(1)については，自分のもといる郷・鎮内の移動，

別の郷・鎮への移動で県を越えない者，県境を越

える者などの地理的な場合分けがなされ，後者へ

いくほど手続きは厳しくなる。 6カ月以上外出す

る者は「遷出」手続きをしなければならない。ま

た，階級「成分」を改められていない地主分子な

と政治的区分による「遷出 1規制の強化に，政治
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中華人民共和国における「/ifI」竹理制度と人11移動

第 1表 合法的な移動の具体的内容
`‘-‘‘-、

•《58年条例〉第10条第 2 項の規定

公民が農村から都市に移転する場合．必す

都rfi労働部門U)採用証明内 一

学校の人学証明内 J寸守参一常住地の戸Il登晶機関に
都市戸II登叫機関の転人許可証明園一 申請して転出手続きをとる

•国家じ）規正に合った合法的な移動

国家の規定に適って配閻転換した職員・労慟者およびそれに従って牛活する

（巾鎖/j一民臼lを持つ者を指す）随伴家族

国家の規定に基ついて採用・配属された労働者と学生

国家の規＇虻に基づいて定年退職・中途退職か認 n［された職員・労働者て、市鎮の家に戻ることを要する者

叶i鎮の職員・労働者仕民と粘婚した農村人口て長期療養．白活か困難．農村に面倒を見てくれる親類か

し、ないとし)った確かな理由のある者

巾鎮の職員・ 'j]慟者の農村にいる父母に頼る親族かなく．自活か困難て．市鎮に来て子女に頼らなけれ

はならなし』場合

そu)｛也特殊な情況てlli鎮に常住地を定めてもよい者．なとは関係部門の証明により指導者の審在・認可

を経て速やかに人戸手紬きをする

「準遷址」（移動許III址）を必要とする場合

農村→巾鎮．鎖→仇小さなrli→大きなI』li，その他の巾→ 1北恥 l涌B.K津i0) 3 lthに移る幹部．職

員・労働者，軍人の家族とその他の人員

一般の農村→lh郊外．鎖郊外の農村． または国営農場．‘競菜隊＂ （野菜生産隊），経済作物区に移る人員

！準遷』．」かなくても他の証明内で移動てきる場合

採用された職員・労働者・・…•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→ 「録用証明」 （採用証明）

合格した学生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→ 「録取証明」 （採用址明）

配置転換された幹部．職員・労働者…………→「凋動証明」（配置転換証明）

復員・転業した軍人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→ 「安償証明」 （就業配置証明）

釈放された人員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・→ 「釈放証明」 （釈放証明）

（一部の地区間て規定に基つき移動許叩jfを使用しないものについては，おしなべて転出地のIiLJ登記

機関ぱ転出u)理由が十分で事実に基づいているかどうかをしつかりと審在するべきで．必要なときには

直接転人地のIÌll登出機関に問合わせて転出後のいIl登，iじ漏れを防くこと）
””‘  

ヽ 、 一、、、、、、、、、 しししししししし

（出所） 伽慶fi糾『)ii I登出常，識』北東 法律出版t1 1983年 63~67ペーシより作成0

的格つけによる移動の日由の差別化の徴候か見受

けられる。

「戸口簿」についてこの時期の登録が具体的に

どのような Iく位単位て行なわれたのかはわからな

いが，その基本単位が郷・鎮レベルであるとする

とかなり大規模なものであったと思われる。「58

年条例」で、農村においては合作社を単位として

「戸口簿」が発給されることが決められfこ農業

集団化の過利で人民公社が全国的に設立されると，

公社，大隊の両級登品制度がとられるようになっ

た。「戸口登記簿」は生産隊ごとに作成し，公社，

大隊に一部ずつ保管する。それそれのレベルには

「戸[l員」がいて，公社の「い口員」は県の公安

局への報告の義務を負うというものであった国19)0 

1980年代の初めに人民公社が解体してからは，公

社，大隊の管理委員会はそれそれ郷人民政府，村

民委員会となり，諸活動を受け継ぐことになるが，

それ以1iij0)78年に 1公安派出1祈工作細則（試h条

2ぅ
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例しで従来の公安特派員が廃止されて公安派出

所の設府が規定されたことで，徐々に農村部でも

基層登録機関か公安派出所に変わってきていると

いう Iii201 

゜
また，処罰規定についてであるが，国家か合法

と認めている移動形態は第 1表のとおりである。

罰則について「58年条例」第20条は，規定に従わ

ない申告なとに対し，「治安管理処罰を与え，また

は刑事責任を追及する」旨を規定しているりj21し

しかし，実際には被災民の「自流遷移」（自発的な

移動）などか少なからず発牛しており， これに対

しては荒地の開墾という目的に合致する限り事後

承認、というかたちをとっているいi22）。つまり，都

市部への移住のみか処罰の対象となるのであり，

農村へ返すこと自体が処罰となりえたといえる。

さて，「戸口」管理制度については特に1980年

代になってからその在り方に変化の兆しか見受け

られる。主な変化は 3つある。

第 1点は，「居民身f分証」（住民身分址）の発行で

ある。これは1984年から試行され始め，翌年に条

例が出され都市部を中心に実施されたいi23)。1990

年未には全因で計7億5500Ji枚余りの住民身分址

か作成・交付（全囚の交付対象者の93;'人）され，翌

年の初めに第 1次の集中交付がほほ完了した国241く）

この「居民身1分証」の発行は「戸ll」の身分証明

の機能を分離させるとともに，同管坪制度を補完

するものとなっている，う

第 2点は，「戸[1」のコンピューター化の推進

でありけ25)，これによって巾務能力は格段に高ま

るであろう。

第3，点は，人口移動規制の1}いの緩和である。

11期3中全会後の農業改革に伴い1984年に「集

鎮」への移動が認められ(it.261, 翌年には「暫住人

ローの規制が緩まり「城市」への暫住も許可され

26 

るようになった田27)。また，一部職種の職員・労

慟者の別居家族が職場の地区へ転人することが許

されるようになったほ28)0 

ところで，現行の「戸l]」管理体制の在り方を

ほほ決定づけた1950年代の状況はどのようなもの

だったのだろうか。

国 1) 中凶の「戸籍」は住民(/)「いLl」を登録した

簿冊を意味する（國谷知史氏の訳注。田中信行・國谷知

史編『中華人民共和国t要法令集』第2集 中国研究所

198lil―- 66ページ），9

(ii'2) 「戸」とは生活・居住を共にする集団を指し，

同—•家族てもけlj 々に牛活・居仕してしヽれば別戸となる

（張慶丘編『戸ll登叫常識』北点 法律出版社 1983年

27ヘージ）。

(ii: 3) 中国では夫婦別姓てある。 一般にfどもは父

親0)姓を名乗ることが多いので「籍貫」もそれに従って

決定する。

（注 4) 内田「現代中国の•…,．」。

（注 5) 「水木「戸籍管理与社会控制＿“-現fi戸籍管

理制度再議ー一」（『社会』 1989年3月）。

(ii:6) w島俊雄「中国(/)人ロセンサスと 1i口問題」

（『一橋論叢』第92巻第2号通巻526号 1984年8月）

や内田←現代中国の……」は「母系制」という語を用い

てし 1 るか，「母系制 j とは本来人類学の用語て、家族• lfll 

緑集団についていう』莱であり，誤解を招く恐れかある

0)てここては「母系的」「戸ll」決定制とした，1
”9  -、、、、、、、

（注 7) 「商品糧」とは国家が安定価格で販売する食

糧で非農業人IJ（都11i戸籍保持者）たけがこれを食へら

れるウなお，「返銅糧」（穀物を栽培しない農民や貧困地

区の農民に国家か提供する「糧食」）を食べる者は農業

人II（農村戸籍保持者）に人る<

（注．8) 国務院「関与農民進人集鎮落戸問題的通知」

1984年10月1;iH。この場合の鎮は県政府所在地(/)も 0)を

含まなし％

(ii 9) い原享ー・「価格改吊」（小島麗逸編『中国の

経済改革』勁位書房 1988年） 179ペーシ。

(itlO) 詳細は石脱享ー「都市と農村の収人格差J（小

島麗逸編『中1k|0)都1、1i化と農村建設』龍沈書舎 1978年）

161 ~ 162ページを参照のこと。
(ii:．11) 小島麗逸「技術(/)廂品化と労働力,ti場の形

，，父」（小島編『中国の経済改革』） 214ページ。
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（注12) たとえば，都汁i(「城鎖」）「｝ il l」の男性と

結婚した農村U)婦女の「いll 1を都rf1か転人口的IJiltを出

さないのに抹泊してしまうなと (19824-'-12月「農村の｝ i 

I I受理開辿を解決するための伺い」による公安部の意見

を国務院か承説、C 公安部「関り解決h関農村落戸問題的

"＇,可~J 1982り・・l2/ j 6 li)。

（注l3） 國谷知史「貼層大衆組織の内建一仕民委U

公・人民調倅委員会・治安防衛委員会およひ街逍事務所

-（Hl中・國谷糾 ，iii掲内f祈収） 28~37ペーシの
(i.tl4) 路風「単位 ー一種特殊的社会紺織形式 」

(9つ 1.I咽 ~I 会科学』 1989年第 1 期）／西村成雄解説太田秀

J.:.Jし・ "t ,1llh)現代史叫究会・池Ill誠監ぶ＇路風：現代

中国社会の編成hi{JllI ?tii{，,ft1会体制』の形成とそのメ

カニスム 」（『，ゲ命館法学』第208け 1989年第6け）。

(it15) ＇} 3| l一行坪と人[1センサスの閉係と問題、991i、

につし臼てはHi島 1ifi掲論文を参照c

(ii:16) 羅瑞卿「f½l りり嘩人民共和ll>l}'1 1登叫条例が

案((J説明J （りぶ11報』 1958り］月IOIIle 

（注17) lKI務院伐lり建I}紆常Ii1 |合,，じ制度（Iり指心

19551f-6月2211,

(it18) 徐彪編『公安打政竹サII』太Iりし 山西人民出版

ti 1989年 47ヘーシ，

(ii:19） りKi菱／i船 Iiii褐•M 57ヘーシ

(i i:20) Pi lll 「f見｛し叶Il玉!O)..・・・．」。

(i訟 l) ―中華人民共和国治安管理処洲条例」 (1957年

10)12211公111・施ii、8(）斗2)liり公布）窮14条て呵 「58

り条例-第20条に掲けられた進反行松に対しては「 511 

以内 U)拘 i凡 l （は以 l‘•U)澗金に処するかまたは努告を行

なう j ことか定められている。第 1[111人llセンサスの際

にも「拘留51 i 以内， 10Jじ以 l‘•U) 科料， I戌？汽抄）さ！ぎ）

て～軽竺刑罰で())そんた」とし)うことから(,りrll忠雄「中

国U)人11構造 〔｛ill!滋組『中国経済発展の統，，t的研究

(I)』アシア紆済研究所 1960年） 21:1ヘーシ入こ())

程度0)処：；ilが 1h しヽものてはなかったことかわかる。

(ii:22) lllh ・林発棠『中lIリ1人11遷移』北）;(・ 知識出

版社 1986年 294ヘーシr

(ii•23) 「中華人lく共 flll£l居 l~ 身 1分』．ぶり条例」 1984

4'41l611.翌り9月6I I「中華人民共和国居民身伶，址

条例 1 を公布・施fJ。

(ii21）」中lしl通{,1』 1991り3)l22i |， 

tii:25) れ林敬 jf.「人ll|！il題」（中国総覧編船委Li会枷

『中LII伶怒粒 199(Jり版I,1i'J1l1会 1990年） 26fi~267ヘーシ

を参照，

中単人民共flllkjにおける「I'I|→ i1即制度と人11移動

W:26) 国務院「関与農民進人集鎮落戸問題的通知」。

(/t27) 公安部「関与城鎖暫1-i：人LI管理的暫行規定」

(1985り：7 l l ] 3 f i)。

（注28) 『‘り代中国的労働力管理』北京 中国社会科

学出版社 1990年 144~ 145ペーシ D

II 現行制度確立を促した背景

1. 1950年代の状況

1949年の新中国誕生後，中国か近代化を達成し

ていくに‘りたっての最大の課題は，工業化のため

の行本の「本源的蓄積」をどのようにして行なっ

ていくかということであった。植民地や第二こ世界

からの収奪が期待てきたわけでもなく，外国から

0)援助も限られていた状況0)もとにあっては，エ

業化のための「原蓄 1 は広大な農村とそこで慟＜

農民たちから吸収するより他なかった。農業発展

の如何によってI業発展0)nJ能性か決まる一一つ

まり， I業化のために必要な原材料の生産絲，非

農業人L]を養うに足りるたけの食糧生産力（具体

的には商品化率の可能性），「剪刀差」（シェーレ）操

作による余剰利益0)獲得かL業発展の上限枠を決

定するのたとされた。そのため非農業人口は食粗

牛．産0)枠を越えない範囲に抑えられなけれはなら

す，これは都市の側の制約要因となった。農業機

械化の全国的普及か当分の間見込めない状況にお

いて，国家か頼れるものは廉価て、豊富な労慟力し

かなかった。ここに都市への労働力の流出を抑制

しなけれはならない農村の側の制約要因かあった。

以IO)ような背景を把握したうえて1950年代の

中国を見てみると，必すしも政府のJt画経済の思

惑どおりに r柘が連はなかったことかわかるしたと

えは， 主要都Ihへ0)人口集中による「lt画外」都

市人[10)増加．農業生産の担い手てある杓年労慟

者や農村幹部たちの農村流出などてある。それら
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を人口集中か起こる側のプル要因と送り出す側0)

プッシュ要因に分けて見てみよう。

まず，プル要因てある。 1950年代の社会経済状

況の特徴として．都市（特に大都市）の発展が挙

げられる。第 1次5カ年計画の準備期には政府機

構0)増大，建設労働者の増加が見られた。その後．

積極的な里工業優先政策により重工業への投賓が

重視され．都市計画も［業都市の建設を目指し，

大都市化への指向が強かった。こうした政策は．

¥l}都市における労慟力孟要を増大させ，（2）農J_．．間

の賃金格差を際立たせ．（3）国営企業の福利厚生サ

ービスを整えることとなった州］）。これらの要因

のうち，（3）についてはさまざまなf：%（現金・実

物両方とも）や住宅．医療，教育などの多方面に

わたり，労働者本人だけでなくその家族や直系親

族でない者にまてその恩恵かゆきわたり，非而系

親族の都市流入を招く大きな原因となった川2)。

Jj，送り出し側の主なプッシュ要因としては，

旧中国においても農村の人口流出を促した自然災

害や農業牛産の収入の不安定さなどの他に，（1）商

業・手工業つぶしによる中小都市（人U2 ]j ~30 

万前後）の崩壊ti:｝)，（2)「統購統銅」の実施によ

る農村食糧危機．（3）農業船団化による農民の生産

意欲0)滅退などがある。 (2)は具体的には．その徴

収・買付け讀の割増しによる絶対的不足や．その

実施段階における工作の偏向に起因する食糧不足

世帯の発生という相対的不足である□1)。（3)は．

集団化の過程で合作社に供出した土地か無配当に

なるなど，やる気のある農民（特に青年や幹部た

ち）の農党の将来性に対する不安・絶叩が生じた

ことであるい i• 5)0 

さて，以」：のようなプループッシュ双方の要因

の結果として必然的に現われてくるのが，人々の

都市志向である。特に農村女性の農村離れ，都市

28 

志向は著しく，男性の場合と異なり結婚という切

札があったために都市への移動は国家の統制下に

罹かれにくい状況にあった(ii6）。また，彼女たち

の流出それ自体が農村青年たちの都市志向を助長

したという側面も無視できないだろう旧7)。彼女

たちの農村流出＝都市流人は都市のあらゆるサー

ビス・福利厚生費用の国家負担の増大となる一方，

農村建設の不振をもたらしかねない危険性をはら

んでしヽ た。

このような状況を見ると，国籍法において両系

主義を採っている社会主義国中国か，なぜ「母系

的」「戸口」決定制を採っているのかについて 0)

答えか浮かひ 1：かってくる。廿時の都市志向が普

遍的なものであったとするならば，都市「戸口」

の女性が農村「戸n」の男性と結婚することは一

般的ではなかったたろう。多くの農村「戸ll」の

な性か農村青年とよりも都市「戸口」の男性と結

婚することを望み， しかも都市に流人した農民の

生んたfどもの増加が都市人口の増加において大

きな比爪を占めるという事実が存在するからに

は(ii:8)，都市 1戸口」人口の増加（それはさまざ

まな利権に対する国家負担の増大を意味する）を抑

制するためには 1常住戸[l1の決定において「l:｝

系的」「戸[I」決定制を採用するより他はなかっ

たといえる。なせなら，もし両系主義を採用した

ならは本人や家族の人生設計により有利な都市戸

籍を選択するたろうからである L，こうして「常住

) iI l」の決定における「母系的1 「戸口」決定制

が打ち立てられ，それが後の下放青年たちの悲劇

にもつながっていくのである国9)0 

f'；者の都直ぷlh]にも見られるように， 1950年代

の都市への大規模な人口流入の主体は若壮年者て

あった。彼ら自身は都市の労働力需要を満たし，

社会主義工党化に貢献しえたてあろう。だか，政
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府の予測を越えた人口が 1計画外」で流人し，都

市の膨脹をもたらしたのであったぐ、その多くは家

族や非直系親族てあった。彼らの流人が住屯不足

なとの都市問類を引き起こい国家負担0)増大や

糊食の商品化率引きtげへの圧力としてはたらき、

-Jjて農業生1年・農村建設の減退をもたらした。

こうした中で，政府は1950年代後半にかけて都市

への新たな人口流人を抑えるとともに，労働者の

等級分けやその待遇変更によって国家負担0)軽減

を図り国］（）1, 実状を計画に近つけようとした。そ

うした動きの思想面における表われか，「盲流 1規

制てある C>

2. 「盲流」規制

政府は1952年から 58年の初めにかけて， l（）項 I•I

にわたる指示・通知を発して「盲流」規制の呼ひ

かけを行なってしヽる（第2表）。この他にも 1957

年に相次いて出されたいくつかの規定が関連する

と息われる (,ill）。これら・屯連の呼ひかけの内容か

らわかることは， この時期，「盲流」を抑制しよ

うとする政府の思惑とは別に，都市の側ては農村

労働｝Jに対する I森要かあったことてある。都市に

流人した農村労働力はその多くか臨時l}として屈

われたようであるm]互国家か都巾における失党

者の就業に苫心していたその頃，建設部門など(})

「単位」か農村まで出かけて行って労働者を集め

ていたことや，労働部門を通じての就業を政府か

呼ひかけなけれはならなかったことから見て，緑

故• |d]郷意識なとによる都Iti就業のネットワーク

や，きつくて危険な仕事に対する都市住民0)忌避

意識が仔在してし＼たと思われる。 1950年代におけ

る人々の農村に対する意識や都I.liぷ向と考え合わ

せると後者U)11I能竹か強かったてあろう，．，

次に気つく点は、 とにかく行lhliへの流人を抑制

中華人民共和国における「い11」管理制度と人II移動

第2表 「盲流」規制に関する年表と資料

1952年7月25t1 政務院「関与労働就業問趙的決定」

1953年4月1711 政務院第 175次政務会議「関与勧止

農民盲目流人城市的指示」

4 J l 20 f] 『人民H報』「盲目流人城巾的農民／心

該阿到郷村去」

1954年3月12U 内務部・労働部「関与継続勧止農民

盲日流人城市的指ホ」

1956年12月30H 国務院「関与防止農村人口盲目外流

的指示」

1957年3月2H 国務院「関与防止農村人口盲H外流

的補充指ぷ」

,1 JJ30H 内務部「関与災区農民盲H外流情況

和処理意見的報告」

5 } l l 3 l l 国務院 r“批転内務部関仔災lメ^農農民盲

l]外流情況和処坪意見的報告的通

知」

9) 1 1 4 ll 国務院 1関与防11：農民盲目流人城市

的通知」

12Jll81 I 中共中央・国務院「関与制止農村人

ll盲ll外流的指,J;I 

1958年2月25U 国務院「関与制止農村人[l盲H外流

的指ホ的補充通知 l

（出所） 趙徳悴編『中華人民共和国経済専題大心

直09-19~1966)』鄭州 河南人民出版社 1989 
り／越沢明「中国の都市建設 都市化なき 1↓“

茫化への歩み (I)」（『アシア経済』第17巻
第7号 1976年7月）より作成0

られることである。これは都市問題の解決はすな

わち農村問題の解決なのであるということに1957

年頃まてあまり注意が払われていなかったこと

1日1}）とも関係するたろう。

これらの指ぷ・通知はあくまでも宜伝教育，大

衆への呼ひかけにすぎす．実際に「盲流」を規制

しようとするならはこれとは別の規制，システム

が必要てあった0 その屯要な手段のひとつとして

「58年条例 1公布があるのてあり，その後1958年

2月に再度「盲i紅規制の補充通知が出されてい

ることからしても ‘li時の緊迫した状況か謡みとれ

し農村に返せはそれていいといった姿勢か見受け るぐ，そして，これらの政策の極みが大躍進政策囀
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人民公社化であった。以tのような文脈の中て見

て見ると．大躍進は熱狂的な集団労働による農民

の不鼻エネルギーの蕩尽を図り，人民公社は

「盲目」外流する農民をり1き留めておく 「器」と

して機能したといえる。

「58年条例j か公布されるまての背景は以上の

ようなものてあり，「戸Il」管理の強化において

なぜ「戸II」移動規定に政府か少なからぬ注意を

払っているのかについての説明もつくだろう。

3. 居住・移動の自由についての認識

ところで` d十両外の都市人口増加を抑制し，一

方で農業生産のための労働力を確保することが国

家の政策であったとしても，社会の側からは常に

それとは違った反応か見られた。「盲流」現象は

その最たるものてある。］十画経済を順調に実施し

ていくためには個人の移動の自由はある程度制限

されなけれはならなかった。政府は「戸11」管理

制度を確立させるにあたって，この移動の自由に

ついてどのように考え，また人民にはどのような

説明を行なってきたのであろうか。

「55年指示」（国務院「閃与建I』!：舒常臼 lが叫制度

的指ホ」）や I58年条例」の内容を見てもそ 0)こと

について触れられている箇所は見当たらないが，

「58年条例」公布の際に発表された羅瑞卿公安部

長の説明旧li)の中で詳しく触れられている。その

論旨はこうてある。

「わが国の社会主義建設のためには工業生産．

農業生産にかかわらず国家の統一的な叶画によっ

て行なわれなけれはならない。よって．都rnい115)
と農村の労慟力は統一的・計画的に配置されるべ

きで，都r1W)‘’j]働力を盲目的に贈）Jllさせたり．農

村労働力を盲目的に外流させてはいけない。『条

例』中0)いくつかの拘束的な規定については．広

大な人民の民i：的自由や居住・移動の印1Iと抵触
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するものでなく，それらを保障するものてある。

なぜなら，国家は公民0)ll：当な居住・移動の自由

を詔めているからてある。第16条の規定における

3カ月という期間についても十分な時間てあり，

l［当な理由があれば延長してもよいのである。だ

か，正業に従事せず，怠けご！外出，暫住を利用

して外地て長期間流浪し，一生産を行な'.Qす，社会

秩序を乱すような少数の者にとってはそれは確か

に拘束となるだろう」（傍線ー一筆者）。

つまり，狭しヽながらも「Î.％な」（合法的な）移

動の門は開けてあるのたから決して「拘束的な」

ものてはない。これを「拘束」たと考えるのは，

自分の利益しか考えない少数の者たけだというの

である新中国の歴史において，反対派の人々を

全人民に対する＇少数派」と位骰つけることによ

ってその勢力を封じ込めるという「大多数によっ

て極少数を包囲する」論法かしばしは採られてき

たか，ここにおいても同様の論法が貫かれている。

前述した「盲流」の事実を考えるとき，「少数」の

者が決して真の意味で「少数」ではなかったこと

は明らかだろう r

ここてもうひとつ指摘しておきたい0)は，羅公

安部長が同じ説明の中で「農村における生産力は

大きな潜在力を持っており，大量の労働力を吸収

できる」と述べていることである。こうした農村

誂識が農民の帰郷や都市住民の下放政策など())

村への大規模な 1戸口」移動の背景としてあった

ことは否めないだろう。

この1958年段階ての公安部長の説明に見られる

論調は現在においても原則的に受け継がれてお

り川］Ii)，現行の IJ'・ロ」怜坪制度や1,l}fi：・移動U)

自由に対する政府側の唯 0 の代表的な説明となっ

ている。そのことは裏を返せば，経済発展0)プロ

セスにおいて農染牛産が減退するようてあれは罠
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業人口の流出規制を強める， という政府の意向に

根本的な変化が見られないということをも意味す

る(ii:17)。

「戸口」管理制度は他の第三慨界諸国に見られ

るような大都市のスラム化を防き，計画経済をス

ムーズに実施していくうえで絶大な効力を発揮し

たが， 一方て歪みも生じている。

（注 l) 1950年代前半の段階において近代工業が成立

していたのは人口3(）万人以 Iヽ．の都市まてであり，この時

期の経済建設も東北・西北を中心にこの規模どまりであ

った（小島麗逸「中桂l 一都市の魅）Jと葛藤 I [柴

田徳衛・加納弘勝編『第＿こ世界の人11移動と都市化』ア

シアを見る眼62 アジア経済研究所 ］983年］／越沢明

［都巾政策の変遷と都市叶画」，およひ石1京 都巾と農村

U) •・・・ "J （小島編『中国の都巾化と・・・•・ •』 1祈収l) -〉

(it 2) ｛源 M I：論文 171ペーシ。

（注3) 小島 i中国 tl叩の魅力と••….」，

（注4) 山本tH人「中国型T.業化（開発戦略）への模

索」（池田誠ほか『中1£1」:業化の歴史』東都法律文化社

198:c!年） 203ペーシ／佐藤慎郎『中国大陸の農村と農

民から「中国」を見る 老['i奸よ彎今いすこー』大

湊丙房 1985年 l00ペーシ，

（注 5) 佐藤 1,il l・胄 96~97ペーシ"

（注6) 久保貞..部巾に対する意識構辿 195(）り

代後半のてきこと 1 （小島糾『中1日の都市化と……』

浙収），

(it 7) 久保氏は，杓い判件が農業に打ち込めない1爪

因をこの岬由たけから説明することはてきないと述べて

＼ヽる (|nll'．論文） 3 なお，農村人11の都Itiへの流人要囚

において糾婚や従1函移動か女性U)移動の特色てあること

は近年'9にお＼ヽ ても変わらなし＼，

（注8) fil原「都市と農村U)・・・・・'|159~ 160ペーシぃ

（注 9) 文化大吊命時期の「 l.lllド郷」政策によって

ド放された知識Hりたちか文革後都巾に戻ろうとした際

に，すてに農民と結婚している者は行Ih1J 1 } i「l」への変

吏か認められなか）た， 1ヽ＾放した知識廿年と牒HU)しi平l,

たちとの糾婚カップルU)糾み合わせとして骨番多かった

U)は、知識｛叫U）なHと農民男竹と U)糾み合わせてあり囀

それは知識t'けl:tし． t‘)U噴かれた微妙なり場と紆済的，渚悟

因にl,tつくも d)てあった (Bernstein.T.P.. { ff> to th,, 

Mountains and /)own lo the Vilk1f{es: The Transfi•r of 

中華人民共和国における「/i[I」管理制度と人口移動

Youth from Urban to Rural China,ニューヘプン， Yale

University Press, 1977年， 162ペーシ）。都市「戸口」の

両親からすれば，自分たちの娘たけてなく係までもか農

村「戸II」に人れられることは堪えかたいことであった

ろう。ちなみに，中国人研究者の話によれば近年， F放

された者て農村に残っている者の16歳以上のf供の「戸

11 J を都巾に移してもよいという特別措骰か採られるよ

うになったとしヽ う。

(itlO) 山本前掲論文 206~207,213~215ページ

/hl原「都市と農村の……」。

(itl1) fi原 l価格改革」。

（注12) 石原 tF巾~と農村の…..．」 160ペーシ。

（汁13) 越沢「都市政策の変遷と……」 66ペーシ，9

(/114) 羅瑞卿前掲記1i。

（注15) 匝文「城rfi」。

(ti:16) たとえは，張慶五編 前掲内 63~65,73~ 

7,1ベーシ。

(itl7) 1986年から88年にかけて糧食総牛辟渾りはいく

らか L昇したが， 84年の水準には達しなかった。糧食の

欠乏は中央と地方の各級政府の注意を引くと同時に農業

労働fJU)さらなる移動政策を抑制するという状況をもた

らしたJ （李愛「我国農村剰余労働力的転移与I!il辿」〔『社

会学研究』 1990年4)］〕）ウ

III 「戸n」管坪制度の抱える諸問題

「Iiu」管理制度の実施によって生じたiミみの

ひとつとして， i戸口」の実質的等級づけによる

社会経済的格差の存在が挙げられる C) い］制度に関

する諸改革について論じる前に，中国社会0)底流

に横たわる事実としてこの点について見ておきた

し)

゜
1. 「戸口」の格差構造

「戸口1が都市と農村にIxけljされ，その基本的

機能以外に経済的システムやさまざまな福利胴生

サービスと結びつしヽている限り，そこには価値・

等級の差異が生し，人々 0)t昇ぷ向— i r1[1」

U)等級において低→似，即ち農村「戸[]」→ 1城

鎮いIl」（都市戸籍のうち，鎮レヘルのもの） → 1城

3I 
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市戸［L （都市戸籍0)うち，市レベルのも 0)) 一ーが

生じる旧 11。I水木氏はその格差について次のよ

うにまとめている。

「わが国の農村は基本的に自給自足の自然経済

であるので，政府は基本的に農民の必要とする生

活必需品の供給には責任を負わないか、またはほ

とんど負わない。それゆえ，『農村戸［ l』は基本

的に公定価格による生活必需品の供給がなく，た

とえいくらかあったとしても，供給の標準は城鎖

の住民よりも低く物価手当はなく，関係部門は住

宅分配の責任を負わず，城鎮で就学，就業するこ

とができないかあるいは難しく，従軍して復員し

ても農村に返される」(it2) 0 

このように都市「戸口」と農村「戸11」の間に

は歴然たる格差が存在するが，実際には「戸「l」

の価値・等級の格差はさらに細分化できる。それ

を具体的に見ていく場合ひとつの目安となるのが，

合法的な「戸1し移動に関する政府の方針である，

つまり，合法的な「戸lI」移動てないとして規制

が加えられている方向にそって「戸口」の価値・

等級か上昇していくのである。

ここで第 3表を見て欲しい。このような地理的

・空間的ヒエラルキーと，「戸口」による格差と

いう社会的ヒエラルキーとは厳密には f致すると

はいえないが，ほぽ対応すると見てよい。「特大

城市」（特大都市）は， t海，北京，天津の中央直

轄itiとその他の都市てあり， 1988年未でこのレベ

ルの都市は26ある州い。

また，「集鎖」については，（l)「建制鎖J （県政

府所在地．県政府に属する鎮政府の所在地），（2)「郷

鎖」（郷政府の所在地），（3)「村鎖 1（村民委員会の

所在地）かあり． I1)が鎮制実施の行政区域て‘(2)と

(3)が自然に形成された人口集中地である (ii:4)が，

これを第 3表の区分に当てはめると，（2）と(3)は

第3表 中国における地理的・空間的ヒエラルキー

人11規模 等級

lOOJi人以l: 特大城rfi
「城巾」50万～100万まで 大城市

20Ji~50)jまで 中等城巾．

I 20Jj人以卜^ 小城rn

基本的には

2 Jj人以下の

県政府所在地
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形
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（出所） 「水木「戸籍管理り社会控制―—現行Ii

籍管理制度再議ー一」（『社会』 1989年3月） 26

~29ページ／西村成雄解説 太田秀夫成・注

中国現代史研究会・池田誠監訳「路風：現代中

国社会の編成原即—--『単位社会体制』の形成

とそ U)メカニズム 1 (『立命館法学』第208

りC 1989年第6号）／厳善平「中国における都

市化の展開と人ロ・労慟力の移動」（『アシア経

済』第30巻第7lJ- 1989年7月） 2~24ペーシ
より作成。

（注） なお，郊外農村については必すしも表中の

ようにf位に位附づけられるわけではない。

「一般郷鎖」に相廿することがわかる。

農村の細分化については詞表のような地理的lメ

分の他に， A:人民公社と国営農場のような所属

単位の違いによる格差や， B:•般の穀物生産地rx:

に対する「疏菜隊」（野菜生産隊），経済作物区など

の栽培品llの違いによる地Iメ．．間格差が若えられる C9

Aについては， hii者が農業人口（罠村「戸lI」

保持者）に人れられるのに対して後者は非農業人

ロ（都IiiI戸l|」 i呆拉者）に人る (ri5)。Bについて
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第4表 鎮「im」を持つ労慟者と「農民［」との間
における格差

-ー/1"鎮戸五丘紅五一 一叫エ――-

医 :-t::Ni~か無料 （農村）有料賃金 食糧分程度を見込んた格差

門幻I151／□己負fll,:／%
，← 

税金を使う

什宅費 I例／国営企業労働者 1 自腹を切る

の住宅費は家計費の

l. 7％を払うだけ

（出所） 店林敬子「都市に殺到する 5千万人？ 0）

流民たち」（石井慎二編『別冊宝島：中国・危

機の誠み方.JJICC出版局 1990年） 156ページ

より作成()

第5表 戸籍区分による牛活待遇の差別（上海市）

ー エー市区戸籍ーニーー郊区戸籍__＿

f供の就職［国営あるいは集1集団所有制企業のみ
団所有制企業

賃 金18ー扇麗→区 5類地区 -----
＿ ＿し1し、一~一~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ヽ~

食品配給量

食相

油

砂糖

タバコ

市区より 1.5斤少なし'
II l μII] 11 

II 2 I由j II 

II 14箱 II

II 1栢 IIタマゴ

商品流通
2級卸売りセン

ター
2級卸売りセンター

-（出所：沢明;ヒの動向と都市整備の展望」
（石川滋・小島麗逸•関口末夫編『中国経済の

中長期展望』日中経済協会 1984年）。

（注） 貨金類別については，船橋洋—.『内部一

ある中国報告 ー』朝ll文庫朝日新聞社 1988

年の 204ページを参照のこと。

ては，「琉菜隊」や経済作物区は都市近郊農村に

多く，都rtiIメ域の拡大やl"』且場建設のための土地収

用などで非農業人口に転人されるチャンスが一般

中華人民共和国における「戸II」管理制度と人1]移動

「戸口」を持つ労働者と「農民エ」（農村戸籍を持

つ都市労働者）との間（第4表）．市区と郊区の間

（第5表）のそれぞれの例からもわかるように，賃

金，住宅．社会的サービスなどの種々の面におい

て格差が存在する。

教師についても．都市「戸口」を持ち国家から

給料をもらう「公弁教師」と．農村「戸口」で国

家からは保障かなく郷政府や村など地元から給料

をもらう「民弁教師」の間で格差がある。

こうして「戸口」の移転が制限され非流動的で

あるためにそれに伴うさまざまな権利•利益が既

得権益化し．後天的能力によってあがなわれるチ

ャンスの少ない社会経済的格差を生じさせている。

政府はその解消に対して積極的であるとはいえず．

むしろ「戸口」をその本来の役割や機能とは異な

った目的達成のための行政的手段として活用す

ることがある。犯罪者への「城市戸口」抹消措惰

国6)などはその典型的な例である。また，近年．

若干の都市では外地から流人した「戸口」に対し

て一定額の城lti建設費を徴収しているが， 「水木

氏は「このようなやり方は，つまり，国家あるい

は地方政府が実際上戸口に『官方価格』（公定価

格）があることを認めていることを意味する」と

述べている国 7)0

2. 顕在化する諸問題

こうした格差構造と政府の対応のもとで生活す

る人々が社会的t昇志向を抱いた場合．個々の現

状に即したさまさまな行動をとらせることになる。

それらは時として社会問題として取沙汰されるか，

ここでは公的レベル（政府や経済政策立案者なと）

の立場から認識された諸問題について見ていきた

し、

゜
の農村に比べて大きいといえる。 「戸口」移転が不自由であることに伴う夫婦別

ここで格差の具体例を見てみよう。鎖レベルの 居の問題については1970年代木頃から本格的に対
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策が講じられるようになり， 80年から87年の 8年

間に「調動工作」によって解決された別居夫婦の

労働者数は200万人であった。だか， 1980年に出さ

れた通知によってもわかるように，大都Ifiの労働

者の増加を抑制し，より低いレベルの都市への移

動のみを許可するという原則が貫かれておりいt8).

「戸L]」移転に関する基本方針と同じ方向性が見

てとれる。

さて， 11期3中全会後の開放政策，経済改革に

伴い，固定的・静態的な「戸口」管理制度のもと

で以下のような序擦が生じている。

＊労慟力の非流動性による雇用難 外国企

業が労働力を雁う際，「戸口」の制約で必要人

数が確保できなかったり，労働者の「戸口 1 を

農村から都ITTへ移すために資金を提供しなけれ

はならなかったりする (i19)。また，都市部にお

ける就業でその職種が都会っ子の嫌う職業で応

募者が少なく．かといって農村出身の青年は

「戸口」の制約で雇用できないなどの事態が発

生しており (iilll)．労働者の確保や労慟意欲の減

退を招いている。

＊「黒人黒戸 I（無戸籍者，無戸籍lt帝）の増加

p.―これには，（l）生まれつき「戸n」がなし)者

と，（2)「Iin」管郎の制度的要因によって無Ji

籍者になる 0)と2つのケースかある。

(1)のケースは， ~t画出産の実施のもとで 2 人

Iiを生んたり，最初に生まれた0)が女のfて男

の子が欲しいためにその娘の出牛を届け出ない

などの罪由によるものが多い。 (2)のケースは．

(i)「戸I1」移転の制約に基つくもの．（ ii)l,l i. 

的に IPl l J を捨ててしまい無「Iin」者の辿

を選ふ場合(iill)なとかある，） （2)(i)は農村「Ji 

ロ」のまま都市で就業している労働者やその家

族の「戸 Il 」 1~在である。 1 } 9[ I 1がないため．

34 

fどもはその都市で学校に行くことができず，

「童エ」（児章労働者）になって新たな「文盲j

を作り出しているとして問題になっている国12)。

(1)については，各戸生産責任制の導入による

労働力需要の増大なども関係するが，いずれの

ケースも都市「戸n」に比べて農村「戸口」が

それを持つ者にとってほとんど重要性を持たず，

利益を享受することがほとんどないに等しいた

めに， fどもの労慟力や無「戸口」者になるこ

との利益との選択の中で，これらの「黒人黒戸」

が増加するのである。無「戸口 l者の増加は，

彼らが失業や生活不安から不法行為や犯罪に走

りがちなことから社会治安悪化の一因ともなっ

ている。

＊政府による都巾・「戸口」の販売 地方政

府が財政収人を増やすために都rfi「戸口」を売

り出すという事件が近年に起こったが，都市

「戸口」への転人人口が社両を大きく上回って

しまい，就業への圧力，食糧，医療，教育，交

通，副食品などの補助金の増大という結果をも

たらした旧13)。地方政府の経済自由権の拡大に

よる結果だが，商品経済の導人により「戸口」

も廂品価値を持ち始めたといえる。また， M事

件はいかに都市「戸l]」か政府にとって高くつ

くかという事実を裏づけている。

この他，非流動的社会の弊害として，農村にお

けるIAい思想・慣習の温存や結婚圏の限定による

結婚の近親化川14)，農村労働力の都rhへの流人規

制が都ni労慟者の労働競争））を低下させてきたこ
とりi15)も指摘されている。

3. 改革を唱える声

現行の 1臼 1」管理制度に対しては，中国およ

びH本で経済学的立場や人口政策の立場から，ぁ

るいは社会t義的平等の立場から意見が出されて
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し')る。

たとえば，経済学的立場からは， lnl制度のもと

における技術・知識の都市集中に対して，技術人

員や熟練労働者が地方や農村建設に赴きやすくす

るために，「戸口」を都市から農村に移転させず

に往来を自由にすべきだという意見が出されてい

るぼ16)。また．都市人口抑制のための現行制度が．

同しく大都市の膨脹を防ぐための衛星都市建設計

画に対してはマイナスの役割を果たしているとい

う指摘がある(、1171c これは先に述べたような「戸

ローの実質的等級づけによる格差の存在と政府の

一貫した移動規制のもとで，大都市などの有利な

「戸口」を持つ人々がいったん農村に移住してし

まえば再びもとのレベルの都市には戻れないのて

はないかと恐れて都市を離れたがらないというよ

うな．合坪的な経済改革や都市建設かスムーズに

進行しにくい現状から出されたも (1)てある。

一方，人口政策の立場は「戸口」管理制度を前

提とする人ロセンサスの限界性旧18)ゃ．人口問題

の根本的解決は「戸口」竹理制度などの政治体制

の改革を伴わなければならないこと liUり）を指摘す

る。また．都市一農村間の格差が「~t画生育」政

策の効果において両者の間に違いをもたらしてい

るとして，都市「戸u」を「アメ」として利用す

ることを主旨とした対策案が出されている(i¥'20)0 

これは農村の「城市」に対する強烈な憧れという

普遍的な心理状態を利川して子どもを 1人しかつ

くらないという夫婦とその子どもに将来「城鎮戸

口」を付与するというものである。詞案は「戸

口」の価値・等級の解消ではなくそれを前提とし．

折衷案を提唱しているという点で． 1,;J竹坪制度の

在り方に対する認識の一部を形成するものとして

興味深い(li2l)。

社会主義的平等論O)立場は．「戸[l」0)価値・等

中華人民共和国におけるりi[)」管理制度と人l)移動

級の発生とその非流動性に起因する格差により

農村「戸Il」を持つ者が社会においていかに不利

な立場に買かれているかを指摘して，その不平等

の解消を要求するものである (it22)。

ところで，それでは具体的にどのように解決す

べきなのかについて述べたものはきわめて少な

い。ここでは前にも触れた「水木氏が提出した改

革案いi23)を検討してみよう。

先述したように「氏はりゴ[1」管理制度の機能

を3つに分類し，改革のやり方として，（1)「基本

功能」（社会治安維持機能）を強化し，（2)「特殊功

能」（都市への人口流人抑制機能）を転移させ，（3)

1附加功能」（生活物資供給などの機能）を薄れさせ

ていくべきだとしている。

具体的に見ると，（l）については商品経済の導人

がもたらした流動人口によって，「戸口」管理が

従来の静態管理から動態管理へとその性格が変化

している中で，全国的な身分証制度を実施するな

どして治安維持の強化を図ろうとするものである。

先述の「居民身f分証」の発行や 1戸口」のコンピ

ューター化などはまさにこの}j向に沿ったものと

いえよう。 (1)の強化は，すなわち「戸口」移動の

抑制を緩和させるための前提条件ともなる。

(2)については，その機能を経済的手段による規

制に転移させるべきだとしている。資本主義社会

においては生活費の高騰など都市への大量の人口

流人を防ぐ自己調節機能が付在するが，社会主義

体制下においてはその機能を果たす経済的価値法

則が作用しない国24）。そこで「戸口」管理によっ

て人の流れを単一方向に規制してきたのだが，商

品経済の発達に伴い社会主義体制のもとても徐々

にこのような自己調節機能を持たせていくべきだ

としている。その前提となるものは，生活必需品

の公定価格定惜供給制の廃ii．會住宅の全面的な商

35 



1993020038.TIF

品化，労慟力の自由な移動などである。それら経

済的手段による規制が可能になってはじめて，

「戸口」の両方向の流動メカニズムを導入するこ

とができるのだという。

また，（3）については(2)とも関連するのだが，住

宅制度の改革や労働力の自由な流動の増大によっ

て，住宅分配と「戸口」の分離，青年や復員者の

就業と「戸口」の分離を実現することにより，（3)

の機能を薄れさせようとするものである。つまり，

「戸口」の価値・等級を牛み出している(2), (3)の

機能を他のものに代替あるいは薄れさせることに

よって，「戸口」管理本来の機能に近づけようと

いうのである。ただ，これには←-＾定の条件が付さ

れている。それは叶画と市場の調節機能の結合に

相応して人材と労働力の合理的流動の実現が必要

ではあるが、政治，社会，経済の客観的条件の"j

能性のもとでその流動には限度があり，「戸口」管

理制度の改革もそれに合わせなければならないこ

と．都市人Il0)盲目的膨脹を抑制するためには，

都市の吸ヽ}|｝）に柑応した排斥力をまず探し出さな

ければならず，同制度の改革はその次であるとし

ていること，てある。つまり，改革はゆっくりと

時間をかけて商品経済の発達があるレベルに達す

るまで待つべきだとしている。

同案は「戸ll」の機能を 3つに分け，それぞれ

の方向性を提示している点で興味深い。だが，こ

れは改革0)l{l]かうべき理想としては評価できても

実際の動rh]がこれに沿って進行するわけてはない，3

そこで次節では丁氏の 3つの機能分類を折に触れ

て利用しつつ，同制度の今後を展望してみよう。

<it I) J水木氏の1メ分による (l,;JりHr戸籍管理制

度初議」［『社会i 1987り・ l }ll 18~19ページ）。この場

合の「城鎮いローとは建制鎖レヘルのことであり部市い

籍の総称てはない＾
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偉 2) 「水木「戸籍管理与社会……」。

（注3) 国家統~t局編『中国統叶年鑑 1989年』北京

中国統叶出版社 1989年。

（注4) 厳善平 前掲論文。なお．厳氏によれば．「集

鎖」の中で圧倒的に多いのは「郷鎮」と「村鎮」である。

（注 5) |nl t論文。
(ii:6) T水木「現行戸籍管理•…,．」。

(ii-:7) この都市建設費は郊外県→市［刃周辺→市の中

心へいくに従って裔くなる（・「水木「戸籍管理与社会・・・

．．．」）。

（汁． 8) 『廿代中国的労働力管理』 140~144ペーシ。

(ii:9) 永Hi三．人『中国秘密報告』光文社 1990年

90~91ページ。

(ii:10) ｛f賢良ほか「中国『戸禁』」（『中国青年』 1989

年6月）。

（注11) 鈴木明『中国に革命か起きる』文藝春秋

1990年 204~205ページ。

(it12) 靱鋒「『小乞弔』及其他— ・・大陸兒童問題続

篇ー一」(『JL十年代』 1990年4月）。

（注13) 永田前掲書 93~94ページ。

（注14) ｛沿彩芹「封閉的農村通婚圏」（『農民 U報』

1989年 2月1811)。

(it15) 蘭端華・陳端彪「開放労働力市場是加快農村

剰余労慟f]転移的戦略選択」（経済体制改革中的人口与

就業問題研究編輯組編『経済休制改革中的人口与就業問

迫研究』北）；（ 社会科学文献出版社 1987年。以ド，『間

題研究』と略す）。

（注16) 柑鳳垣「関与労慟力流動問題的思考」（同l:

和祈収）／李辰「関与農村剰余労働力転移的幾個問題」

（同書所収） 99

（注17) 越沢明「都市化の動阿と都市整備の展叩」

（石］ 1| 滋・小島麗逸•関口未夫編『中国経済の中長期展

望』 ll中経済協会 1984年） 197~244ページ。

（注18) 田島 前掲論文。

（注19) 劉{l：平「生存空間与政治体制j (『社会』 1990

年1月）。

（注20) 蔽徳鵬「人口控制与城市化進程綜合方案」

（『社会』 1990年8月）。

（注21) J,i]案に対しては後に雑品『社会』においてい

くつかの反点がなされているしJ

（注22) たとえは，船蓮村「談農民的不平等地位」（『社

会』 1989年6月）。

(it23) ]水木「戸籍管理与社会••…·」。



Ⅳ　現状と展望
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（注24) 丁氏はこのように社会主義経済体制下におけ

る経済的価値法則の不備から人口移動に対する国家管理

が必要になったと述べているか，中国においてもそれに

代わる自己調節機能が作用していたc 一例として「単位

社会体制j を挙げておこう。「単位」内の「待業」者の存

在や福利更生サーピスの充実などの面において「単位j

は外来者に対する一定の排斥力を持っている。

N 現状と展望

1. 「遷移」か「流動」か？

商品経済の発達に伴って，人，モノ，情報の流

動化か不可欠であるというのは中国内外の分析者

の一致した認識である。 (1)経済発展のために不可

欠な技術，知識の都市部への偏り，（2）都市におけ

る一部の業種．職種0)．あるいは、氣速な経済発展

に伴う労働力不足，（3）農村における余剰労働力の

解消や都市化の問題，など，中国が近代化を進め

ていくうえで避けて通れないさまざまな課題の解

決策を模索していく中で，「戸口」管理制度が議

題に上ることが多い。

第 1番目の問題については，前節で都市「戸

口」を移動させない人口移動という点での改革が

提唱されていることを述べた。これは「戸口」の

附加機能の固定化・温{fを前提にしているという

点で「戸口」の性格に変化はなく．実行に移され

やすい要求であるといえる。このような改革が積

極的に推進されるならば，都市「戸口」人口の農

村，辺境地区への自発的移動が増えるであろう。

2番目と 3番目の問題については，大都市への

労働力移動は原則として禁止されているが，現実

の必要性から政府としても，忍11Jせざるを得ない状

況にあな実際，都市青年の職業意識の変化によ

り，一部の業種・職種（たとえば．繊維業界など）

で労働力不足が生じており叶 l)，農工間の賃金格

中華人民共和匡における「/iiJ,管理制度と人口移動

差や農村余剰労働力の存在などと柑侯って農業人

口が都市に来て就業している。ここでしはしば問

題となるのが都市における失業・待業人口の存在

であり．とりわけ政府側としてはそれを理由とし

て農民の都市流人を抑制する方向へ動きがちだが．

この点に関しては経済学的立場から，都市労働者

0)労働効率の低下を防ぎ．その競争意識を刺激す

るものとしての農業人口の積極的雇用が提唱され

ている lit2 I。また． このような農業人口の都市流

人に対して．都市における社会サービスの負担や

いわゆる「都市病」の発生を懸念する声が出され

ることが多く．これも大都市への人口流入規制強

化につながっている。ここで注Hすべきことはこ

れらの牒業人口の都市への移動のほとんどが「戸

ロ」移転を伴わない暫住的な移動であるというこ

とであるしこれらの暫住的な人口は「自来自去」

（自由に往来する）人口とか「両栖」（両方に泊まる）

人口と呼ばれ．そうした言葉はそれを使う人々の

対象認識をも表わしている。

たとえば．この「両栖」人口は一定の条件に達

すれば都1|i0)永久的な転入人口となるかもしれな

いとしつつも．目下の条件ドでは「戸ll」移転政

策が長期的に見て急激には変化しないだろうとい

う認識0)もとで．これらの人口は暫仕的な人口で

あるので子女の就学や家族の就業などの問題が連

動せず．住宅や交通などの要求も高くないのて，

国家の社会サービスの圧力が軽減されるとしてい

る。さらに．いったん失業すれば彼らは自動的に

都lliから出ていくであろうとみなされているいいい。

また．依晴氏は．伝統的な社会t義体制下の農

民に対する行政的強制による蓄積という形態の資

本形成はもはや通用せず．城郷統一的な競争的労

慟力市場を形成して工業企業の労働生産性を向上

させるべきだという認識に立つが．都市一農村間
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の市場体系が不完全な現在の状況下では，農村労

慟力の滞りない都市経済活動への参加は都市の

「周辺経済空間」をその主な領域とすべきだとし

ている。このような農村労働力は人れ替わり立ち

替わりやって来るので，彼らに対して固定的な住

宅，固定的な就業機会およびその生産，生活サー

ビス施設を事前に備える必要はないし，また固定

的住民に支払うべき「額外社会福利」金を支給す

る必要もないという田 4I 0 

以上、労働力移転において「戸口」移転を伴わ

ない一時的な居住人IIが提唱され，奨励されてい

ることを見た。「戸Il」移転を伴わないというこ

とはそれに附随する利権も変化しないということ

てあり，要するに労働力のみを吸収しようとする

ものてある。こうした見解は現段階においても～＾

般的であり，政府の経済政策も同様の品識に基つ

いている (it,5)0

中国では一般に，人口移動において「戸口」移

転を伴う移動を「遷移」といい，伴わない移動を

「流動；という (i|6)。これまで述べてきた例から

もわかるように，彼らのいうところの人口移動と

は「遷移」ではなく「流動」であり，今後もこれ

が人口移動に対する基本的な認識として継承され

る方向にある0 では，このような方針が「戸口」

の価値・等級に対してはどのような影響を与えて

いるのだろうか。

2. 既得権益の固定化と「戸口」価値の逓減化

この10数年来の経済改革や対外開放政策の実施

に伴い、一部農村人口の都市への流入を許・"Iしな

ければならなくなった。だが，「戸[I」の価値・等

級の格差による各種の負担からこれらの人ll移動

は原則として都市への「戸口」移転を伴わない

「流動」として扱われてきた。

そのような方針のひとつの表われが， 1985年の
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公安部公布の「城鎮暫住人口管理に関する暫行規

定」（汁7)である。「城市」や「集鎮」に長期滞在す

る者について，「暫住証」あるいは「寄住証」が

発行されることになったのだが．「暫住戸口」や

「寄住戸口」への編人はあくまでも「常住戸口」

の変更ではないから，これらの人口は依然として

農村「戸(]」のままである hi:8）。つまり，新しく

都市「戸口」を与えることによって増大する負担

の軽減・回避が行なわれており，彼らを労働者と

して雇用する側にとってもその「安上がり」が魅

力なのである。

また曹炭鉱労働者・職員の農村家族に対しては

1984年に国務院により，鉱井で採掘作業に満10年，

あるいは補助作業に満15年従事し，家族の中に15

歳以下のf女， 18歳を越えない在学中の者を含む

場合には労慟者・職員の所在地で「城鎮戸口」を

交付することが認可されたいi0)が，これらの例は

一部産業部門での労働力不足や雇用難，あるいは

労働者の不満解iiりのための特別措置という文脈と

してとらえられるべきものであろう。

以t(}）ような状況から， 1戸口」 0)附加機能(})

固定化，すなわち既得権益の固定化の傾向が見て

とれる。

一方， 1984年の国務院による「農民が集鎮に人

って居住する問題についての通知」によって鎖ヘ

の流入人口の増加はめざましいが，ここで注意す

べきことは，これらの農民は「戸口」転入をした

後すべて非農業人口に算人されるが彼らに対して

発行されるのは「白理口糧戸l]簿」てあるという

ことである。これは「口糧」は自前でなんとかし

なけれはならないということで「商品糧」の供給

は受けられず，「加価糧油供応証」を発行しても

らって加算価格で購入することになる。彼らは住

宅供給や住民活動のうえてもとの居住人口と同等
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の扱いを受けることが保障されているか，こうし

た差異があることも事実である。つまり，一部都

市区域への「戸口」移転が認められたとはいうも

のの，新規転人者が取得する「戸口」には相対的

な価値の逓減化が起こっているのである。彼らの

取得できる都市「戸口」の等級が「城市」ではな

くて鎮レベルのものであるという点からも同様の

ことがいえる国］0)。

1950年代に都市に入って就業した農民とそうで

ない農民との間にその後「戸口」による格差が生

じた。 1980年代に入ってその垣根が徐々に取り除

かれているが，それは「戸口」の価値の逓減化を

伴ったものであり，既得権益の固定化は依然とし

て続いている。このような傾向のもとで，はたし

て丁氏の改革案に提示されたような「戸口」の附

加機能の解消，特殊機能の経済的手段への転化は

実現の方向に向かっているのだろうか。

3， 展望と課題

これまで述べてきたように，経済改革に伴う労

慟力の流動化によって「戸Ll」管理制度の特殊機

能は緩和される方向にある。同制度にリンケージ

されたシステムの改編や，近年来の 1盲流」現象

を見ても明らかなように，都市への人口流人を規

制する手段としての同制度の役割は稀薄になって

きている。

一方で，附加機能については既得権益の固定化，

新規都市「戸口」取得者の「戸口」価値の逓減化

など，依然としてその機能が解消される傾向には

ない。だが，「戸口」の価値・等級の発生による

格差のみが社会における格差構造を決定するので

はない。より多い貨幣収入など「戸ll」による格

差を解消・逆転させるような要素が存在する。農

村における「）j元戸」はその典型的な例である。

このような要素によって得られる社会的利益が

中華人民共和国における「r1[J」管理制度と人Il移動

「戸口」の格差によって生じる不利益を上回れば，

社会成層間の上昇方向移動の機会（農村「戸11」を

都市のそれに移転させなくても社会的に上昇する機

会）が増え，「戸口」管理制度の附加機能の重要性

が薄れてくる。この点に関連して，疾氏は都市と

農村の一体化を論じた文章の中で次のように述べ

ている。

「目下の都市住民と農村住民を厳格に区別し，

かつしつかりと固定してしまっている戸口制度

は無論速やかに改革しなければならないが，こ

の制度はしかし，都市一農村間の垣根の核心で

はない。実際上，都市一農村間の隔絶を生み出

している根本的な原因は都市，農村住民の基本

的福利において異なった待遇を受けていること

にある。都市住民の消費財の公定価格による割

当て供給が，都市と農村の一体化の発展を阻害

している重要な経済的動機である」ぽll)0

察氏はその典型的なものとして，基本的食糧の

低価格による割当て販売と家賃を払う必要のない，

あるいは低家賃の住宅の分配を挙げているが，後

者については近年改革の試みがなされており，前

者については公定価格補助は一定収人レベル以下

の住民に対して碁本的食糧のみに限って実施すべ

きだとしている。

さらに，年金制度の有無も「戸口」による都市

ー農村間の格差と関係していることもここで指摘

しておきたい。

このように「戸口」による格差については，経

済的条件や社会保障制度の普及などの要素との関

わりの中で考察していかなければならない。実際，

農村における住宅プームや一部農村地区における

「一人っ子計画出産保険」の設立旧12)など， i戸口」

管理制度の附加機能による格差を打ち消すような

兆しが徐々にではあるが現われてきている。 T氏
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は商品経済の発達と経済体制改革の深化に伴って

「戸口」管理制度の「附加機能」が次第に縮小し

ていくだろうと述べているが，同制度そのものの

改革によって起こるであろう既得権益者層の反発

を考えると，改革は一定の条件が整った後でとい

う方向に今後は向かっていくであろうと思われる。

先述した，人口移動は「遷移」ではなく「流動」

という政府や研究者たちの見解も，これと同じ認

識に基づいているといえる。ここでは「戸口」の

都市への移転がスムーズに実行できない状況0)も

とで，人口「流動」による都市一農村間の労慟力，

情報，モノ，資金などの交流が双方の格差を解消

するものとして期待されている。ただ，このよう

な効果を甫視して労働力移動の活発化を要請する

声に対して，政府としては統治手段としての「戸

ll」管理制度を堅持していく動きが強い(iil3)0

以上に見てきたように，商品経済の浸透と附加

機能を縮小させるようなシステムの漸次的な確立

によって，丁戸口」の価値・等級の発生による格差

が相対化され，「戸口」管理制度の改革のための

条件が整えられていくであろう。それまでは「戸

ll」移転の規定に関して若fこの修正が行なわれる

にすぎないだろう。だが，このような方向性の中

て，「戸口」による格差は依然として社会に沈澱し，

将来の中国社会における社会成層間格差の前提と

なっていることを指摘しておこう。それはとりわ

け教育の問題において顕著である。経済的格差の

解消に要する時間的スパンは小さいが，教育水準

の格差は人口「流動」化によっていかに都市—農

村間の交流が頻繁になろうとも簡単には解消され

ない。それは新規都市就業者0)f女の教育問題が

軽視されがちであることや「童エ」の問題などを

見ても明らかである。農村労慟力の都市経済活動

への参人の過程で彼らの教育水準の低さゆえに限
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界があることが指摘されている直14)0

とはいうものの，以上の議論はあくまでも全体

の流れを一方的にとらえた場合であって，マス・

メディアの発達・普及による情報・知識獲得機会

の均一化や，深訓経済特区での「暫住戸口」の生

徒に対する「常住戸口」の生徒と同等の学費免除

待遇の実施直15)の例に代表されるような地域的特

殊性など，教育水準格差を解消する方向への別の

流れの存在の重みも今後ますます大きくなってく

るだろう。

つまり，「戸口j 価値が社会的地位上昇におい

て果たす役割の重要度について，全体的なアプロ

ーチと平行して，地理的なあるいは経済発達度な

どによる場合分けに基づく個別的アプローチによ

って把握していくことが必要である。たとえは，

農村間移動で，内地から沿海地区への移動と内陸

諸省内ての移動とでは，同じ農村「戸口」でもそ

の意味が違う (ill610

今後，「戸口」やそれに起因する格差構造が労

働力をはじめとする人口移動や社会的移動に対し

て重要性を持ってくるのは，利潤獲得や社会的上

昇0)機会の多い経済発達地域でもなく，またその

逆に経済的発達の遅れのために 1戸ll」による格

差が意識に上ってこないような貧困地区でもない，

両者の中間にある地域においてであるだろう。

（注 1) 劉慶唐・王守志「北京城区農民エ就業状況調

在」（『問題研究』所収） ／徐天瑣・葉振東「論『両栖』

人11 農村労慟力転移的一種頂要形式 」（同書所

収），

(ii:2) 蘭端華・陳端彪前掲論文，ン

(ii:．3) 徐犬瑣・菓振東 前掲蘊文。

(ij:4) 察Il}jr中国的二冗経済与労働t}転移一ー理論

分析与政策建議ー 』北京 中国人民大学出版社 1990 

年 174~ 175ページ。

（注 5) 悦光昭編『中国的労働政策和制度』北東 経
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済出版社 1989年 32~33ページ。

（注 6) 沙吉オ「経済体制改革対人口遷移和流動的影

響」（『問題研究』所収）。

（注7) 公安部＂関与城鎮暫 1t人[l管理的暫行規定」。

（注8） 附間紘一「中国における農村過剰人口の流出

と戸籍管理」(『lll「l経済学雑誌J［山口大学経済学会〕第

37巻5• 6号 1988

年 9)-j)<

(it 9) 『ヽ1i代中国的労働力管理』 141~145ペーシ。

(it.IO) 鎮レヘルの「戸[J」に関して，「非農業人口」

に準ずるも（i） としての「準非農業人口」を定義づけ，「非

農業人口」と「農業人口」の間に介在させることを提起

した文章に出会った（陳彬「浅議『準非農業人il』制度」

［『経済研究』 1991年5I I]）。これは要するに．都市「戸

l ［の中における―城市」レベルと鎮レベルとの相違に

中華人民共和国における「い11」竹理制度と人11移動

対する認識の増大という1980年代に人って顕著になった

事態の出現を，オフィシャルなものとして制度化しよう

とするものであるといえる。

（注11) 祭前掲書 178ページ。

（注12) 若林「人口問題」 263ペーシを参照())こと。

（注13) たとえば．新「戸籍法」制定への動き（『人

民日報』 1991年2月2mなど。

（注14) たとえば．李辰 前掲論文。

(i-l:15) 内田知行「深訓における人口増加と社会変

化」（『季刊：中国研究』 1989年第17号 1990年）。

（注16) たとえば，四川省から浙江省などの農村への

婚姻移動（蘇策・鑑英「浅析蘇州農村典起的跨省（区）

聯姻熱」〔『社会』 1989年3月〕）。

（一橋大学大学院）
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